
シンポジウム

とことんダベろう！高齢者向け住宅での在宅医療
～住まいと医療のマリアージュを求めて～
９月１４日（土）16:20 ～ 18:00
 札幌市教育文化会館　小ホール（中央区北１条西13丁目）
 参加費　一般２０００円（事前申込不要、当日申し受けます）

お問合せ：（一社）北海道高齢者向け住宅事業者協会
E-mail:info4343@koujukyo.com （担当：立花）
TEL：011-707-4343　FAX：011-717―6002

札幌市北区北 10条西 4丁目 1  SC ビル 2F

　少子高齢化の影響は社会保障全般に及んでおり、これからの時代の高齢者ケア
は介護保険だけで手当てすることは不可能です。地域包括ケアで支えるといって
も、地域の人間関係が希薄になってきており、難しい状況で、現実的にはケアの
付いた住まいで安心・安全なサービスを受けながら新しいコミュニティをデザイ
ンしていくことが求められています。
　しかし、医療との連携など不安なことも多いのが高齢者向け住宅です。このシ
ンポジウムでは、高齢者向け住宅と在宅医療の連携を、様々な事例をもとに紹介
します。そして、在宅医療と高齢者向け住宅のマリアージュを考えてみたいと思
います。

【プログラム】
１６：２０～１６：５０

　基調講演　「高齢者向け住宅と在宅医療のマリアージュ」
 ・医師の立場から 中川　貴史氏（医師　医療法人北海道家庭医療学センター
   　　　　　　　　　　　　　　 　栄町ファミリークリニック 院長）
 ・住宅運営の立場から 川尻　明氏（㈱ネクサスケア　施設運営部　部長）

１６：５０～１８：００

　シンポジウム　「とことんダベろう！高齢者向け住宅での在宅医療」
 ・訪問看護の立場から 木浪　江衣子氏（看護師　訪問看護ステーション・ピンポンハート）
 ・リハビリの立場から 岡田　しげひこ氏（理学療法士　㈱ライフケア彩り　専務取締役）
 ・利用者の立場から 西原　桂子氏（NPO法人シーズネット　理事）
 ・子どもの立場から パネラー未定
 ・サ高住運営者の立場から 本見　研介氏（㈱エムリンクホールディングス　代表取締役）

 　コーディネーター 奥田　龍人（(一社 )北海道高齢者向け住宅事業者協会　会長）
 　助言者 中川　貴史氏・川尻　明氏

主催：　 　　　　(一社)北海道高齢者向け住宅事業者協会

共催：　 　　　　認定NPO法人シーズネット

日本在宅医療連合学会
　第1回地域フォーラム


